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0	
 はじめに	
 

0.1 研究の背景	
 

	
 	
 住宅の囲いとしての生垣は、外敵や自

然の驚異から暮らしと家を守り、敷地の境

界線を示すものとしてつくられ維持されて

きた。農村集落においては、こうして専ら

機能的理由でつくられた生垣が連なり、結

果的に調和のとれた景観を形成してきた。

しかし、近年、生垣景観の劣化が顕著にな

るにつれて、生垣を地域に特徴的な景観構

成要素として意識的に保全していこうとす

る社会的欲求が高まりつつある。 
	
 今後も、美しい農村景観の形成に求めら

れる生垣を保全するためには、まず、どの

ような経緯で生まれ、人と自然環境の持続

的な関わりの中で継承されてきたのか、今

なぜ継承が困難になっているのかを知る必

要がある。 
0.2 既往研究	
 

	
 生垣（屋敷林）の保全についての研究は、 
限定された一地域においての実態調査（柳

井・19942)、近江・19923)	
 他）や、その変

遷を明らかにする事例調査(小森・20134) 
他) が中心で、生垣が気候風土によって違
ったかたちをとり、機能を変化させつつも

維持されてきたのか、その変遷を解明しき

れていない。 
0.3 研究の目的	
 

	
 そこで、本研究では、生垣が特徴的な農

村景観の今後の保全に資する知見を得るた 
めに、生垣の連なりが景観を形成している

農村集落の多い安房地域を対象とし、集落 
毎に異なる景観構成要素としての生垣の立

地特性を解明する。さらに、生垣景観を劣

化させている事情を明らかにするために、

ヒアリング調査を行なった。対象としたの

は、暮らしが大きく変わった今日も生垣が

特徴的な農村景観が認められる館山市見地

区である。 
本研究ではまず、1)住宅の囲いとしての生
垣の発祥と変遷を歴史的に整理し、2)生垣

景観の特徴を気候風土や地形立地等の集落

的要因から明らかにする。その上で館山市

塩見区を対象として、3)集落空間の変容や

4)暮らしの変化の中で、人がどのように生

垣景観を継承してきたかを明らかにする。

そして生垣の現状と人の生活との関わりか

ら、生垣景観継承のための課題を整理した。 
	
 なお本論では、生垣の定義は、額田

(1984)1)と同様に「生きている木を用いた垣
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根」とし、形状や刈り込みの有無は問わな

いものとした。またこの生垣は特別な記載

のない限り、厚みを持った樹林形状のもの

(屋敷林)も含む広義の意味で用いる。	
 
1	
 農村集落における生垣の歴史的変遷	
 	
 	
 

	
 外敵や自然の脅威から住宅を守る障壁物

として、また土地利用の区分を示す境界領

域として生まれた生垣は、その時代の暮ら

しと生業の必要に応じて機能や形態を変化

させ、時代ごとに特色のある垣根文化を発

展させていった。(図 1) 
	
 人は、安心して快適に暮らせる空間を獲

得しようとして、土地や自然に改変を加え

るが、その結果として生み出される景観要

素は造形的に調和し、美しい農村景観とし

て現れる。生垣は、人と自然環境との関わ

りの表象にほかならず、その時代の必要に

応じてかたちを変えながらも世代を超えて

続いた「生きられた景観 5」」を構成するも

のであることがわかった。 

	
 

2  千葉県安房地域における生垣の立地特性	
 
2.1 集落の選定	
 

	
 生垣景観を育み、今日まで残してきた集

落の特徴を明らかにするため、マキの生垣

の連なりが特徴的な農村景観を形成してい

る、千葉県安房地域の古代以前に成立した

「自然発生的集落」を対象とし、生垣景観

の分布とその年代的変遷から、生垣の立地

特性を分析した。	
 

	
 安房地域は 718年に成立した旧安房国の
範囲と定義し、対象とする集落空間の選定

には、平安時代の行政区画である郷の名称

を辞典『和名類聚抄』7)で抽出し、その地名

を『角川日本 地名大辞典』8）から現在の場

所を特定する方法をとった。これにより抽

出された 38の地域について、集落の地形立
地、集落形状、集落内微高地等の集落の特

徴と、生垣の関係について分析を行った。 
2 .2 安房地域の自然発生的集落の立地  
	
 安房地域の集落は、山地や丘陵地の山裾、

海岸砂丘や扇状地などの低地微高地、また

は山間谷間に多く立地していた。こうした

地域は水利が良く、地盤がしっかりしてお

り、自然発生的集落は、人間の生息地に最

適な条件を備えた地域が選ばれてきたこと

がわかる。	
 

2.3.生垣の立地特性  
	
 生垣の分布を決定づける集落の地理的・

社会的特徴についての考察より、以下のよ

うな生垣の立地特性が明らかになった。 
a)集落立地…山間谷間上流に位置する集落
(鴨川市二子,館山市大井 etc.)では生垣は見
られず、山地中腹〜低地では広く分布して

いる。 
b)集落形状…生垣の分布は集落形状によら
ず広く見られるが、列状に展開する高密度

な集落(鴨川市前原 etc.)では生垣は見られ
ない。 
c)生垣の形状…集落の微地形と風環境が住
宅周りの生垣の出現位置と形状に影響する。 
d）生業…比較的敷地面積が小さくかつ高密
度に展開する漁村集落(鋸南町吉浜,勝浦市
興津 etc.)では生垣の分布は見られない。 

図１	
 生垣の機能の発展 

図１	
 生垣の機能の発展 
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生垣のある民家数 

図 4	
 集落空間の変化と生垣を持つ民家の
 

(1961) (1975) (2016) 

50戸/77戸 56戸/117戸 52戸/185戸 

・・・生垣

・・・新たな生垣の出現

・・・生垣の消失

・・・住戸

・・・新築された住戸

	
 以上のように、生垣の分布と形状は集落

の微地形とそれによる自然環境に決定づけ

られ、集落ごとに個性ある景観を形成して

いる。

3 千葉県館山市塩見区における生垣の変遷  
3.1 館山市塩見区の概要	
 

	
 館山市塩見地区は、北方に館山湾を望む

緩傾斜の山間谷間に形成された集落で、そ

の集落立地は山地中腹の斜面地から海岸段

丘までと、安房地域の自然発生的集落の中

でも特に集落空間の多様性と生垣分布・形

態が特徴的な集落である。	
 

	
 近年人口減少、高齢化が著しく、現在塩

見地区の高齢化率は 56.7%に達している。

一方、二地域居住や別荘地としても注目さ

れており、居住者の内訳は新規移住者や二

拠点居住者が４割弱となっている。冬期に

は「大西」と呼ばれる強い西風が吹くため、

防災のためのマキの生垣が集落の伝統的景

観を形成してきた。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.2 集落空間の変化と住宅の囲いの変遷	
 

	
 文献調査やヒアリング調査から集落空間

の変容を把握したのち、画質が比較的鮮明

で、住宅の囲いの識別が可能な 1961年、
1975年、2016年の航空写真と住宅地図か
ら、住宅の囲いの変遷を調査した。(図 4)	
  
	
 1960 年代以前は立地に関わらず、ほぼ全

ての民家が生垣に囲まれており、1970 年代

頃までは生垣の残存率が高かった。	
 

	
 塩見区で集落空間が大きく変容した 1970

年代以降、海岸側の開発や、集落内に徐々	
 

に空き家が増えたことで生垣の消失が進ん

だ。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

図 2	
 館山市塩見区の位置と集落景観 

図 3	
 塩見集落における住宅地の展開 
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 一方、新築住宅建設は 1960年代以降急増
したが、新たに建築された民家のほとんど

は生垣を持たず、1960年代には 9割近かっ
た生垣のある民家の割合は、2016年には約
３割にまで減少した。1970-80 年代は塩見
集落内で茅葺き民家からの移行や生業の形

態にも大きな変化があった時期である。昔

からの生垣が比較的よく残存している一方

で、こうした暮らしの変化が農村景観の存

続に大きな影響を与えたことがわかった。 
4 暮らしの変化と生垣との関わり	
 

	
 集落空間と生垣の変容を踏まえ、集落に

暮らす人々が具体的に暮らしの中でどのよ

うに生垣と関わってきたのかを明らかにす

るため、ヒアリング調査を行った。 
4.1.生垣の機能の代替と喪失	
 

	
 集落内に茅葺き屋根の民家が多かった頃、	
 

生垣は防風・防火のために欠かせないもの

であり、今も防風の為に維持されている。

しかし現在はこうした機能の必要は弱まっ

ており、生垣のバッファ領域としての機能

や垣根自体が持っていた境界としての機能

なども、住宅の増築や土地の売買の過程で

失われた。これらの機能の消失は、いずれ

も 1960~80年の間に起こったことがわかっ
た。その頃から急激に生垣の設置が減った

のには、こうした機能の消失が要因として

考えられる。	
 

4.2	
 生垣が維持されている理由	
 

	
 生垣は管理が大変で、それは高齢化して

いく集落で深刻な問題になりつつある。一

方で塩見区では「先祖が残したものだから」

「近所にみっともないから」といった理由

で、生垣は放置されることなく丁寧に手入

れされている。	
 

結論	
 

	
 安房地域においては、人びとがこの地に

住み始めて以来、生垣は機能を変化させな	
 

がら当たり前に存在してきた。人がそれぞ

れその土地の自然条件を微細に感じ取り、	
 

生垣で家を囲った帰結として、調和のとれ

た美しいと感じさせる生垣景観、すなわち

「生きられた景観」を生んだことがわかっ

た。こうして、世代を超えて続いてきた囲

いとしての生垣の連なりが成す農村景観は、

その土地の気候風土や集落の成り立ちを知

る手がかりを与えるものであり、それを守

ろうとする意識につながっている。	
 

	
 また、塩見地区における調査から、1970

年代以降が、集落空間にとっても、生垣に

とっても大きな転換期だったことがわかっ

た。人と自然との関わりの微細な違いを反

映した生垣の個性のみならず、生垣の持つ

機能が急速に失われ、その存続が危ぶまれ

た。しかし、なおも生垣が特徴的な景観を

辛うじて維持できているのは、継承するこ

と自体の意味、機能的価値に代わって景観

構成要素としての生垣の価値が認識される

ようになったことによる。今後、調和の取

れた生垣景観を保全していくためには、時

代とともに移り変わってきた生垣の価値を

共通認識とし、意識的に景観構成要素とし

て生垣を保全しようとする欲求を支援する

しくみが求められるのではないか。	
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